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は
じ
め
に

江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
の
書
画
を
取
り
巻
く
特
徴
的
な
事
象
に
、
書
画

会
と
展
観
会
の
流
行
が
挙
げ
ら
れ
る
。
古
く
は
大
坂
の
文
人
・
木
村
葉
酸
堂
　
（
一
七
三
六
～

一
八
〇
二
）
　
が
、
京
都
大
坂
の
同
好
者
を
集
め
て
明
和
七
年
　
（
一
七
七
〇
）
　
に
開
催
し
た

「
書
画
集
会
」
　
の
例
が
あ
る
が
、
そ
の
起
源
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
り
明
ら
か
で
は
な
い
。

安
西
雲
姻
『
近
世
名
家
書
画
談
』
　
で
は
、
書
画
会
は
同
好
の
士
が
集
っ
て
即
興
制
作
を
楽

し
む
会
、
展
観
会
は
静
か
な
場
所
で
書
画
を
鑑
賞
す
る
会
と
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
両
者

混
渚
し
た
様
相
を
呈
し
て
い
た
の
が
実
情
で
あ
る
。
現
在
で
は
　
「
展
観
会
」
　
も
含
ん
だ
意
味

で
　
「
書
画
会
」
　
の
語
が
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
強
く
、
弁
別
の
必
要
が
な
い
場
合
は
本
稿
も
そ

れ
に
倣
う
こ
と
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
会
の
目
的
は
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
変
化
し
、
絵
師

や
書
家
が
自
ら
の
名
前
を
売
り
、
利
益
を
得
る
場
と
な
っ
た
と
、
上
方
の
文
人
・
田
宮
仲
宣

の
随
想
『
愚
雑
姐
』
中
の
一
条
　
「
名
目
」
　
に
記
さ
れ
る
。
実
際
、
曲
亭
馬
琴
が
開
い
た
書
画

会
で
は
利
益
が
出
て
、
孫
の
た
め
の
御
家
人
株
購
入
に
あ
て
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
享
受

者
の
側
か
ら
す
る
と
、
著
名
な
文
人
や
絵
師
の
即
興
制
作
が
目
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ
、
作
品

を
鑑
賞
し
、
入
手
で
き
る
と
い
う
絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
。
主
催
者
は
多
く
の
客
が
祝
儀
を

持
っ
て
来
場
し
、
か
つ
制
作
を
求
め
作
品
と
名
が
広
ま
る
こ
と
を
望
ん
で
酒
食
や
音
曲
の
提

供
を
も
行
い
、
そ
の
た
め
に
酒
楼
や
貸
座
敷
で
の
開
催
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。
一
方
、
書
画

会
の
名
目
が
、
師
匠
の
追
善
供
養
な
ど
と
な
る
と
寺
院
を
借
り
て
の
開
催
が
多
い
。
こ
の
場
合

に
は
飲
酒
や
音
曲
を
伴
わ
ず
書
画
を
通
し
て
故
人
を
し
の
ぶ
会
も
あ
っ
た
（
注
一
）
。

こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
名
目
に
よ
り
開
か
れ
た
書
画
会
は
、
三
都
を
は
じ
め
城
下
町
や
商

業
の
盛
ん
な
町
、
宿
場
町
や
温
泉
地
な
ど
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
、
文
化
愛
好
者
の
交
流
の

場
と
も
な
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
美
濃
で
も
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
ま
で
関
係
す
る
資
料
の
紹
介
や
集
成
は

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
筆
者
が
知
り
得
た
書
画
会
資
料
の
な
か
か
ら
特
に

意
義
や
特
色
の
あ
る
も
の
を
選
び
紹
介
す
る
。
本
稿
が
美
濃
と
飛
騨
地
域
に
お
け
る
書
画
会

研
究
の
端
緒
と
な
り
、
か
つ
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
に
お
い
て
書
画
を
中
心
と
し
た

文
学
や
芸
術
活
動
が
、
身
分
的
に
も
地
域
的
に
も
広
が
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
再
認
識
さ

れ
る
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

美
濃
飛
騨
書
画
会
の
概
況

美
濃
や
飛
騨
で
は
ど
の
よ
う
な
書
画
会
が
開
か
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
現
時
点
で
は
表

一
の
通
り
十
四
件
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

年
代
は
文
政
年
間
か
ら
明
治
時
代
ま
で
、
飛
騨
で
の
開
催
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
美

濃
で
は
寺
院
や
料
理
屋
が
多
く
使
わ
れ
る
と
い
う
点
が
、
他
都
市
と
同
様
の
傾
向
を
示
す

（
注
二
）
。
岐
阜
や
大
垣
な
ど
の
比
較
的
人
口
が
多
く
、
文
化
活
動
が
盛
ん
な
地
域
で
の
開

催
は
当
然
だ
が
、
久
々
利
や
栗
原
な
ど
あ
ま
り
多
く
の
人
口
を
擁
し
な
い
場
所
で
も
開
催
さ

れ
て
い
た
点
は
、
周
辺
地
域
も
含
め
て
文
化
的
な
活
動
が
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の

と
言
え
よ
う
。

開
催
理
由
に
つ
い
て
は
追
善
や
長
寿
な
ど
の
節
目
を
名
目
に
し
た
会
も
あ
る
が
、
名
披
露

目
的
な
会
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
三
都
で
は
定
期
的
な
書
画
会
が
開
催
さ
れ
、
有
力
な
流
派

が
競
っ
て
出
品
し
た
が
、
美
濃
や
飛
騨
で
は
定
期
的
な
会
の
事
例
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
定
期
的
な
会
は
も
と
よ
り
、
単
発
的
な
会
で
も
、
会
場
の
選
定
、
席
画
を
引
き
受

け
る
著
名
人
へ
の
参
加
呼
び
か
け
、
引
札
や
目
録
の
作
成
な
ど
相
当
量
の
仕
事
を
こ
な
さ
ね

ば
な
ら
ず
、
会
主
は
も
と
よ
り
実
働
者
と
し
て
の
書
轟
や
書
画
商
、
表
具
師
な
ど
の
存
在
が

1
　
大
阪
歴
史
博
物
館
学
芸
員



美濃飛騨ゆかりの書画会・展観会資料の紹介

な
け
れ
ば
定
期
的
な
開
催
は
難
し
い
。
美
濃
飛
騨
で
は
そ
の
よ
う
な
人
物
の
確
実
な
存
在
を

知
ら
な
い
が
、
岐
阜
の
書
韓
文
淵
堂
の
名
が
、
時
折
、
書
画
会
引
札
に
見
ら
れ
る
の
で
そ
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

主
催
者
で
あ
る
会
主
に
注
目
す
る
と
、
お
お
よ
そ
三
つ
に
区
分
さ
れ
る
。
第
一
は
美
濃
の

人
が
地
元
や
近
隣
で
開
催
し
た
会
、
第
二
に
は
他
国
の
文
人
が
美
濃
へ
来
て
開
催
し
た
会
、

第
三
に
は
美
濃
飛
騨
の
文
人
や
書
画
家
が
他
国
で
開
催
し
た
会
が
確
認
で
き
た
。
第
一
の
例

と
し
て
は
表
一
の
1
お
よ
び
4
～
1
3
が
該
当
す
る
。
第
二
の
例
と
し
て
は
、
表
一
の
2
が
甲

斐
、
同
表
の
3
は
上
毛
人
の
主
催
に
な
る
。
第
三
の
例
と
し
て
は
、
史
料
三
が
あ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
は
文
人
達
の
移
動
や
滞
在
先
で
の
活
動
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま

た
、
滞
在
地
に
お
け
る
盛
況
な
文
化
活
動
に
参
加
す
る
人
の
存
在
と
そ
れ
を
支
え
る
経
済
力

が
あ
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
多
数
の
人
々
の
名
が
、
居
住
地
や
得
意
と
し
た
技
芸
、
作
品
名
と
共
に
記
さ
れ
る
書

画
会
の
資
料
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
を
含
め
た
広
範
囲
に
わ
た
る
人
名
録
と
し
て
の
役
割
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
。
江
戸
時
代
後
期
の
美
濃
で
は
、
天
保
六
年
　
（
一
八
三
五
）
　
に
　
『
三
野
人

物
考
』
が
刊
行
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
芸
を
職
業
と
し
た
九
十
六
人
の
専
門
分
野
、
名
や
号
、

在
所
な
ど
が
記
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
書
画
会
の
資
料
に
記
さ
れ
る
情
報
は
、
目
録
が
残

っ
て
い
れ
ば
、
出
品
作
品
、
名
や
号
、
在
所
な
ど
が
記
さ
れ
る
が
、
引
札
な
ど
で
は
号
と
在

所
程
度
で
あ
り
、
刊
本
の
人
名
録
に
は
及
ば
な
い
。
し
か
し
、
史
料
一
や
史
料
二
の
よ
う
に
、

書
画
会
資
料
か
ら
は
数
多
く
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
文
化
愛
好
者
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な

人
々
は
、
お
お
む
ね
余
技
と
し
て
技
芸
を
楽
し
ん
だ
た
め
今
に
名
が
残
る
こ
と
は
稀
で
は
あ

る
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
彼
ら
の
名
が
記
さ
れ
た
書
画
会
資
料
は
ま
た
と
な
い
格
好
の
も
の
と

言
え
よ
う
。

書
画
会
を
確
認
す
る
手
段
と
し
て
は
、
引
札
や
目
録
、
日
記
や
手
紙
な
ど
の
文
献
類
に
よ

る
と
こ
ろ
が
多
く
、
今
回
確
認
し
た
事
例
も
引
札
に
よ
る
も
の
が
多
い
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

美
濃
の
書
画
会
に
関
わ
る
絵
画
が
あ
り
、
こ
れ
は
全
国
的
に
見
て
も
珍
し
い
も
の
な
の
で
本

稿
で
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
美
濃
で
は
珍
し
く
目
録
が
残
っ
て
い
る
例
、
さ
ら
に
は

飛
騨
の
文
人
が
京
都
で
開
催
し
た
史
料
を
紹
介
す
る
。

史
料
紹
介

○
史
料
一
　
「
詩
歌
連
誹
琴
棋
書
画
茶
花
会
図
」

〔
天
保
十
一
年
関
善
光
寺
開
催
書
画
会
〕
　
（
注
三
）
　
（
図
一
、
二
、
三
）

所
蔵
　
　
個
人
蔵

形
状
　
　
軸
装
　
紙
本
木
版
多
色
刷
一
幅
　
本
紙
百
三
十
一
・
九
、
二
十
八
・
三
糎

当
該
史
料
は
、
下
部
に
　
「
名
府
柏
永
堂
刀
／
曾
主
甲
陽
竹
雲
琳
／
天
保
十
一
庚
子
孟
春
於

濃
／
関
日
吉
善
光
精
舎
合
之
」
　
と
あ
り
基
本
事
項
が
確
認
で
き
る
。
開
催
時
期
は
天
保
十
一

年
　
（
一
八
四
〇
）
　
二
月
で
あ
り
、
場
所
は
関
の
善
光
寺
、
会
主
は
甲
斐
の
　
「
竹
雲
琳
」
　
と
い

う
人
物
で
あ
り
、
こ
の
資
料
が
名
古
屋
の
柏
永
堂
に
よ
り
彫
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

関
の
善
光
寺
と
は
通
称
で
あ
り
、
正
し
く
は
妙
祐
山
宗
休
寺
。
現
在
は
天
台
宗
の
寺
院
と

な
っ
て
い
る
。
宝
暦
年
問
に
再
興
と
い
う
形
で
造
営
さ
れ
、
寛
政
十
年
　
（
一
七
九
八
）
　
四
月

に
長
野
の
善
光
寺
の
開
帳
が
あ
っ
た
。
こ
の
縁
よ
り
善
光
寺
に
摸
し
た
如
来
堂
が
完
成
し
、

こ
れ
以
降
、
関
の
善
光
寺
と
の
名
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
　
（
注
四
）
。
先
述
の

よ
う
に
寺
院
で
の
開
催
は
、
他
地
域
で
も
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
出
品
作
品
の
展
示
場
所
や

即
興
制
作
で
あ
る
席
画
や
席
書
な
ど
の
場
所
、
さ
ら
に
は
多
数
の
参
加
者
へ
振
る
舞
う
茶
菓

や
食
事
の
場
所
が
確
保
で
き
る
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
こ
の
会
に
関
わ
る
他
の
資
料
は
兄
い

だ
せ
な
か
っ
た
が
、
　
「
詩
歌
連
誹
琴
棋
書
画
茶
花
会
」
　
と
い
う
標
題
か
ら
は
、
鑑
賞
に
と
ど

ま
ら
ず
同
好
の
士
が
集
い
即
興
制
作
を
楽
し
む
と
い
う
様
相
が
強
い
。

さ
て
、
会
主
の
　
「
竹
雲
琳
」
　
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
幸
い
ロ
バ
ー

ト
＝
キ
ャ
ン
ベ
ル
氏
に
よ
る
雲
琳
主
催
の
別
の
書
画
会
の
史
料
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
　
（
注

五
）
。
彼
は
、
竹
村
を
姓
と
し
た
甲
斐
国
甲
府
の
地
方
文
人
で
あ
り
、
三
十
歳
代
か
ら
四
十

歳
代
に
か
け
て
雲
隣
、
雲
麟
な
ど
と
名
乗
っ
て
は
、
注
戸
や
信
濃
、
美
濃
、
尾
張
、
京
都
を

巡
っ
て
絵
の
修
業
を
積
ん
だ
。
こ
の
時
に
名
古
屋
出
身
の
画
家
中
林
竹
洞
や
山
本
梅
逸
に
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学
び
、
甲
府
に
戻
っ
て
か
ら
は
三
陽
と
号
し
た
。
先
の
キ
ャ
ン
ベ
ル
氏
に
よ
る
史
料
紹
介
は
、

そ
の
改
号
披
露
の
際
に
作
成
さ
れ
た
長
大
な
引
札
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
　
「
甲

府
書
画
会
の
領
袖
」
　
と
キ
ャ
ン
ベ
ル
氏
に
言
わ
し
め
る
ほ
ど
甲
府
で
盛
ん
に
書
画
会
を
開
い

て
い
た
が
、
本
資
料
か
ら
は
修
行
中
の
出
先
で
も
書
画
会
を
開
い
て
い
た
事
実
が
確
認
で
き

る
。
す
で
に
甲
府
に
い
る
時
か
ら
書
画
会
を
手
掛
け
て
お
り
、
そ
の
企
画
や
運
営
に
は
手
慣

れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

で
は
甲
斐
か
ら
来
た
文
人
の
誘
い
に
応
じ
た
と
思
わ
れ
る
美
濃
の
人
々
に
は
誰
が
い
た
の

か
と
い
う
と
、
表
二
に
挙
げ
た
と
お
り
、
本
資
料
に
は
三
百
七
十
八
名
の
姿
が
描
か
れ
、
地

名
や
符
丁
、
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。
遊
行
の
文
人
だ
け
で
は
、
こ
の
地
域
に
は
顔
が
効
か
ず
、

多
数
の
人
々
へ
の
呼
び
か
け
に
難
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
画
面
中
に
は
地
名
の
表
示
が
な

い
者
は
補
助
者
で
あ
る
旨
が
記
さ
れ
、
六
十
一
人
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
雲
琳
は
彼
ら

補
助
者
を
仲
立
ち
と
し
て
こ
の
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
に
違
い
な
い
。

さ
て
、
参
加
者
の
地
域
を
見
る
と
最
も
多
い
の
は
地
元
関
か
ら
の
参
加
者
で
八
十
八
名
、

次
い
で
岐
阜
の
五
十
三
名
、
上
有
知
の
三
十
八
名
、
加
納
の
二
十
名
、
そ
の
他
大
垣
や
神
戸
、

結
、
揖
斐
な
ど
西
濃
の
地
名
も
見
え
る
。
符
丁
に
日
を
転
じ
る
と
詩
、
歌
、
連
誹
、
琴
、
模
、

書
、
画
、
茶
、
花
の
九
種
類
に
印
が
付
さ
れ
て
い
る
。
一
人
の
人
物
で
い
く
つ
か
の
技
芸
を

兼
ね
て
い
る
者
も
い
る
が
、
詩
六
十
六
名
、
歌
四
十
七
名
、
連
誹
七
十
名
、
琴
十
八
名
、
棋

五
十
名
、
書
八
十
一
名
、
画
六
十
三
名
、
茶
六
十
三
名
、
花
五
十
八
名
と
な
っ
て
い
る
。
符

丁
外
の
蹴
鞠
や
易
な
ど
の
技
芸
は
、
そ
の
都
度
矩
形
内
に
掲
げ
ら
れ
る
が
ご
く
わ
ず
か
で
あ

る
。
人
名
に
注
目
す
る
と
ほ
と
ん
ど
は
現
在
に
は
名
の
伝
わ
ら
ぬ
人
々
で
あ
り
、
家
業
の
傍

ら
に
技
芸
や
文
事
を
嗜
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
何
人
か
は
現
在
で
も
名
の
知
ら
れ
た

人
が
い
る
。
た
と
え
ば
、
「
大
カ
キ
　
細
香
女
」
　
は
江
馬
細
香
、
「
コ
ウ
ト
　
杏
村
」
　
は
高

橋
杏
村
、
　
「
上
ウ
チ
　
藤
城
」
　
は
村
瀬
藤
城
、
　
「
上
ウ
チ
　
秋
水
」
　
は
村
瀬
秋
水
な
ど
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
職
業
文
人
と
在
郷
の
文
化
愛
好
者
が
会
し
て
交
流
す
る
場
が
あ
っ
た
こ
と
、

ま
た
家
業
の
傍
ら
様
々
な
技
芸
を
嗜
む
人
々
が
数
多
く
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
資
料
と
し

て
も
貴
重
で
あ
る
。

○
史
料
二
　
『
展
観
今
書
画
目
録
』

所
蔵
　
　
個
人
蔵

形
状
　
　
刊
本
　
袋
綴
　
木
版
単
色
刷
一
冊
　
縦
十
三
・
九
、
横
十
・
〇
糎

表
紙
　
　
前
表
紙
　
（
白
色
無
地
）

題
愈
　
　
中
央
書
題
愈
　
「
新
書
董
展
醜
録
」
　
（
子
持
ち
枠
）

表
紙
　
　
原
表
紙
　
（
白
色
無
地
）

題
愈
　
　
左
肩
摺
題
倉
　
「
展
覿
今
書
画
目
録
」

見
返
し
　
白
地
　
（
墨
書
　
「
展
覿
今
書
画
目
」
　
）

丁
数
　
　
二
十
一
T

T
付
　
　
本
文
目
録
柱
に
　
「
〇
一
（
～
十
六
）
　
」

構
成
　
　
前
表
紙
（
一
丁
）
、
原
表
紙
　
（
半
丁
）
、
序
文
　
（
二
丁
）
、
本
文
目
録
　
（
十
六
丁
）

（
注
六
）
、
原
裏
表
紙
　
（
半
丁
）
、
裏
表
紙
　
（
一
丁
）

美
濃
に
お
け
る
書
画
会
は
先
述
の
通
り
十
件
以
上
を
確
認
し
た
が
、
目
録
の
確
認
で
き
た

会
は
、
現
在
で
は
こ
の
一
件
に
と
ど
ま
る
。
目
録
が
残
っ
て
い
る
と
、
お
お
む
ね
ど
こ
の
誰

が
ど
の
よ
う
な
作
品
を
出
品
し
た
か
が
明
ら
か
に
な
り
、
会
主
と
の
交
友
関
係
や
そ
の
地
域

で
の
文
芸
の
レ
ベ
ル
、
ま
た
出
品
者
の
伝
歴
を
知
る
有
用
な
資
料
と
な
る
。

本
資
料
に
関
わ
る
書
画
会
の
基
礎
的
な
条
項
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

日
時
　
　
安
政
五
年
　
（
一
八
五
八
）
　
三
月
十
五
日

場
所
　
　
大
垣
□
泉
亭

会
主
　
　
大
薮
　
渡
辺
春
水

会
幹
　
　
大
垣
・
菱
田
海
鴎
、
吉
富
・
川
瀬
老
峰
、
中
郷
・
願
正
寺
秋
堂
、
大
薮
・
善
明

寺
南
箕
、
檎
俣
・
棚
橋
鶴
斎

補
助
　
　
京
・
頼
立
斎
、
江
戸
・
細
川
林
斎
、
大
坂
・
山
形
荷
雪
、
美
濃
・
村
瀬
秋
水
、

高
橋
杏
村
、
安
楽
寺
霞
山
、
山
田
諦
斎
、
森
杏
渓

本
稿
記
載
例
と
し
て
、
美
濃
の
冒
頭
部
分
を
挙
げ
る
。



美濃飛騨ゆかりの書画会・展観会資料の紹介

四

草

書

五

絶

　

　

　

　

　

　

大

垣

　

　

津

田

沼

涯

墨

竹

　

　

　

　

　

　

　

　

　

仝

　

　

　

大

屋

氏

秀

女

会
主
の
渡
辺
春
水
に
つ
い
て
は
、
在
所
が
大
薮
と
記
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
輪
之
内
町
大

薮
に
住
ま
っ
て
い
た
人
物
と
思
わ
れ
る
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
　
（
注
七
）
。
本
会
は
、
西
は

肥
前
、
束
は
江
戸
ま
で
の
広
範
囲
に
わ
た
る
出
品
者
を
得
て
お
り
、
会
主
は
も
と
よ
り
、
会

幹
、
補
助
の
活
動
が
活
発
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。
会
主
、
会
幹
、
補
助

を
除
い
た
出
品
は
次
の
通
り
。
京
師
三
十
二
人
三
十
二
点
、
江
戸
十
三
人
十
三
点
、
大
坂
四

十
四
人
四
十
五
点
、
泉
州
四
人
四
点
、
尾
州
四
人
八
点
、
勢
州
二
十
四
人
二
十
六
点
、
丹
州

一
人
一
点
、
紀
州
一
人
一
点
、
肥
前
一
人
一
点
、
三
州
二
人
二
点
、
予
州
一
人
一
点
、
信
州

一
人
一
点
、
播
州
一
人
一
点
、
長
州
一
人
一
点
、
越
中
一
人
一
点
、
越
前
一
人
一
点
、
江
州

四
人
四
点
、
美
濃
七
十
六
人
九
十
点
、
合
計
二
百
十
三
人
、
二
百
三
十
二
点
。

さ
ら
に
、
美
濃
か
ら
の
出
品
者
　
（
会
主
な
ど
主
催
者
側
を
除
く
）
　
の
地
域
分
布
を
詳
細
に

見
る
と
次
の
通
り
と
な
る
。
大
垣
二
十
一
名
、
高
須
四
名
、
笠
松
七
名
、
佐
波
一
名
、
今
尾

二
名
、
上
有
知
三
名
、
下
有
知
二
名
、
美
江
寺
一
名
、
神
戸
三
名
、
赤
坂
一
名
、
草
道
島
三
名
、

北
方
一
名
、
高
田
四
名
、
江
吉
良
三
名
、
飯
柄
二
名
、
蜂
尻
一
名
、
兼
山
一
名
、
小
倉
一
名
、

呂
久
一
名
、
本
郷
一
名
、
落
合
一
名
、
十
六
一
名
、
垂
井
一
名
、
大
跡
一
名
、
東
野
一
名
、

桐
野
一
名
、
下
川
辺
一
名
、
山
菩
一
名
、
駒
野
一
名
、
只
越
一
名
、
勝
村
一
名
、
五
反
郷
一

名
、
檎
俣
一
名
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
美
濃
に
お
い
て
も
会
主
地
元
の
美
濃
西
部
か
ら
の
出
品

が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。

さ
て
、
他
国
で
は
伊
勢
が
多
い
の
は
有
力
な
知
己
の
存
在
や
地
縁
血
縁
の
可
能
性
が
あ
る
。

大
坂
が
多
い
の
は
補
助
が
活
躍
し
た
故
か
、
ま
た
は
出
品
者
の
ひ
と
り
に
安
八
出
身
で
大
坂

で
活
躍
し
た
儒
者
の
後
藤
松
陰
が
お
り
、
積
極
的
に
か
か
わ
っ
た
結
果
な
ど
と
考
え
ら
れ
る
。

頼
山
陽
門
下
の
頼
立
斎
や
村
瀬
秋
水
ら
は
京
都
に
は
知
己
が
多
か
っ
た
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
京

都
か
ら
の
出
品
数
が
多
い
の
も
う
な
ず
け
る
。
三
都
の
内
で
は
江
戸
か
ら
の
出
品
が
少
な
い

の
は
細
川
林
斎
の
熱
の
入
れ
具
合
か
、
京
都
大
坂
に
比
べ
て
や
や
遠
い
こ
と
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
近
い
割
に
は
出
品
者
が
少
な
い
尾
張
に
は
春
水
の
知
己
や
組
織
化
で

き
る
人
が
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
は
、
会
主
は
文
芸
を
職
業

と
せ
ず
、
在
郷
に
お
い
て
文
芸
を
好
む
人
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
の
目
録
か
ら
は
、
書
画
会
の
機
構
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
大
規
模

な
会
の
開
催
に
は
、
会
主
一
人
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
補
佐
す
る
　
「
会
幹
」
、
「
補
助
」
　
の
存

在
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
会
幹
を
見
て
み
る
と
、
漢
詩
人
と
し
て
も
名
高
か
っ
た

大
垣
の
菱
田
海
鴎
を
は
じ
め
、
比
較
的
会
主
在
地
の
近
隣
の
人
々
が
名
を
連
ね
、
会
主
を
直

接
補
佐
し
て
動
い
た
人
物
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
補
助
に
名
の
挙
が

る
人
々
は
、
三
都
や
美
濃
の
う
ち
で
も
大
薮
か
ら
は
少
し
離
れ
た
場
、
例
え
ば
村
瀬
秋
水
は

上
有
知
、
高
橋
杏
村
は
神
戸
、
山
田
訊
駕
は
笠
松
な
ど
が
居
所
と
し
て
挙
が
り
、
彼
ら
は
各

自
の
居
住
す
る
近
く
、
ま
た
は
知
己
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
役
割
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ

ろう。目
録
は
京
都
の
出
品
者
か
ら
は
じ
ま
り
、
冒
頭
は
　
「
淡
彩
鯉
団
　
結
　
越
前
守
岸
岱
」
　
と

あ
り
、
丹
波
介
岸
誠
、
貴
名
薙
翁
、
日
根
対
山
な
ど
画
家
や
書
家
を
職
業
と
し
て
い
た
著
名

な
人
物
が
続
く
。
江
戸
で
は
藤
森
弘
庵
や
高
久
隆
古
、
大
槻
盤
漢
、
大
坂
で
は
田
能
村
中
虎
、

西
山
芳
園
、
完
瑛
、
後
藤
松
陰
ら
の
名
が
見
え
る
。

こ
の
資
料
も
、
美
濃
に
限
っ
て
み
れ
ば
史
料
一
と
同
じ
よ
う
に
在
郷
の
人
々
が
余
技
と
し

て
文
芸
に
興
じ
て
い
た
様
子
が
分
か
り
、
か
つ
三
都
の
著
名
な
絵
師
や
書
家
の
出
品
を
得
て

い
る
点
か
ら
は
、
美
濃
の
一
文
芸
愛
好
者
が
持
っ
て
い
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
端
を
知
る
格

好
の
資
料
と
言
え
よ
う
。

○
史
料
三
　
引
札
　
「
鍼
翁
和
尚
追
薦
書
画
展
親
会
」
　
（
図
四
）

所
蔵
　
　
岐
阜
県
博
物
館
　
（
後
藤
玄
吉
氏
寄
贈
）

形
状
　
一
枚
摺
　
紙
本
木
版
単
色
刷
一
枚
　
縦
二
十
八
・
九
、
横
三
十
六
・
八
糎

翻
刻

葵
酉
十
月
十
五
日
不
論
晴
雨
八
時
開
廷
四
時
撤
　
曾
　
京
都
　
木
部
錬
蕉

鍼
翁
和
尚
追
薦
書
画
展
醜
会

主
　
飛
騨
　
加
藤
素
毛
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五

先
師
錬
翁
和
尚
以
善
画
鴫
天
下
久
臭
棄
世
己
及
三
歳
吾
輩

受
教
之
渥
山
高
海
深
惟
異
人
琴
倶
止
鳥
兎
易
週
毎
一
思
之

感
愴
局
己
欲
報
厚
恩
無
物
可
致
泉
下
乃
相
共
謀
以
謂
不

若
以
其
所
好
供
之
霊
前
於
是
卜
地
於
園
山
左
阿
禰
為
追

薦
曾
展
覿
其
遺
墨
及
古
書
画
以
慰
其
霊
伏
巽
四
方

君
子
本
日
命
駕
携
其
珍
蔵
書
画
及
自
　
［
　
（
虫
損
判
読
不
可
）
　
］
　
作
来

合
捌
烹
若
者
以
消
半
日
之
徐
間
不
亦
快
乎
若
不
客
質

臨
不
猫
先
師
含
笑
於
地
下
在
吾
輩
亦
輿
有
集
若
有
事

故
不
果
来
者
送
致
書
画
曾
後
必
謹
完
壁
不
敵
遅
延

京
都
　
江
馬
天
江
　
　
尾
張
　
平
野
泥
江

同
　
　
前
田
暢
堂
　
　
肥
後
　
佐
々
布
箋
石

補
　
同
　
　
山
田
楳
東
　
　
豊
後
　
後
藤
碩
田

浪
華
　
田
能
村
小
虎
　
同
　
　
淵
野
桂
傍

長
崎
　
守
山
湘
帆
　
　
東
京
　
服
部
波
山

西
京
寺
町
姉
小
路
角
　
　
鳩
居
堂

同
押
小
路
柳
馬
場
束
　
　
萬
成
堂

集
　
同
寺
町
二
条
下
　
　
　
　
懐
玉
堂

大
阪
心
斎
橋
筋
平
野
丁
　
播
磨
屋
吉
平

長
崎
石
灰
丁

助
　
同
　
　
中
邑
陸
舟
　
　
同
　
　
赤
松
香
雨
　
　
所
　
名
古
屋
本
町
五
丁
目

美
濃
　
村
瀬
秋
水
　
　
飛
騨
　
平
田
雲
盛

岡

　

　

同

　

雪

峡

　

　

美

濃

　

西

村

竹

仙

東
京
横
山
町
肴
棚

美
濃
岐
阜
本
町

京
井
梅
廟

東
壁
堂

扇
面
亭
侍
四
郎

斧
屋
甚
兵
衛

逸
雲
老
人
航
海
仙
去
既
数
年
臭
余
等
嘗

在
長
崎
屡
受
其
教
故
今
欲
並
展
遺
墨

慰
其
霊
亦
捌
報
其
恩
也
　
木
部
錬
蕉

加
藤
素
毛

こ
れ
ま
で
は
、
美
濃
に
お
い
て
開
か
れ
た
書
画
会
資
料
を
紹
介
し
た
が
、
本
資
料
は
飛
騨

出
身
の
加
藤
素
毛
　
（
一
八
二
五
～
一
八
七
九
）
　
が
会
主
と
な
っ
て
、
京
都
で
開
い
た
会
の

引
札
で
あ
る
　
（
注
八
）
。

本
会
の
基
礎
的
な
条
項
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

開
催
年
月
日
　
　
明
治
六
年
　
（
一
八
七
三
）
　
十
月
十
五
日

場

所

　

　

　

　

　

京

都

　

円

山

左

阿

弥

会
主
　
　
　
　
　
木
村
鉄
蕪
、
加
藤
素
毛

名
目
　
　
　
　
　
鉄
翁
和
尚
追
善
書
画
展
観
会

ま
ず
開
催
の
目
的
は
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
活
躍
し
た
長
崎
の
文
人
画
家
鉄
翁
和
尚

（
一
七
九
一
～
一
八
七
一
）
　
追
善
の
た
め
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
末
尾
に
は
同
じ

く
長
崎
の
文
人
画
家
木
下
逸
雲
の
追
善
も
合
わ
せ
て
行
う
旨
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。
会
主
は

素
毛
と
木
村
鉄
蕉
　
（
一
八
三
八
～
一
八
七
六
）
　
の
名
が
挙
が
る
。
素
毛
は
、
飛
騨
国
益
田
郡

下
原
村
．
の
大
名
主
加
藤
家
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
代
々
文
雅
の
家
系
で
あ
り
、
素
毛
も

俳
句
、
和
歌
、
絵
画
を
嗜
み
、
嘉
永
年
間
、
高
山
に
出
て
飛
騨
郡
代
小
野
高
福
　
（
山
岡
鉄
舟

の
父
）
　
の
公
用
人
と
な
っ
た
。
そ
の
頃
関
西
、
九
州
地
方
を
旅
し
、
著
名
な
文
士
と
交
歓
し

た
。
嘉
永
六
年
に
は
長
崎
で
鉄
翁
に
絵
を
学
ん
で
い
る
。
安
政
二
年
　
（
一
八
五
五
）
、
江
戸

へ
上
り
、
万
延
元
年
　
（
一
八
六
〇
）
一
月
、
幕
府
の
遣
米
使
節
に
賄
方
と
し
て
随
行
。
米
国

か
ら
大
西
洋
を
横
断
し
て
世
界
一
周
し
、
九
月
に
帰
国
し
た
。
素
毛
は
各
地
で
洋
行
談
を

行
い
、
絶
賛
を
博
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
は
詩
歌
俳
譜
を
た
の
し
み
、
遊
歴
の
日
々
を
送
っ

た
。
鉄
蕪
は
鉄
翁
の
門
人
と
思
わ
れ
る
が
詳
伝
は
知
ら
ず
、
京
都
の
画
家
で
明
治
九
年
に

三
十
九
歳
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
知
る
の
み
で
あ
る
　
（
注
九
）
。

開
催
地
は
、
京
都
円
山
に
あ
っ
た
貸
座
敷
の
左
阿
弥
で
あ
り
、
京
都
で
の
書
画
会
が
多
数

開
催
さ
れ
た
場
所
で
あ
る
。
安
養
寺
六
坊
の
ひ
と
つ
で
あ
る
長
寿
院
に
あ
っ
た
座
敷
で
あ
る

が
、
眺
望
や
庭
園
が
良
い
た
め
様
々
な
集
会
に
用
い
ら
れ
た
。

こ
の
書
画
会
で
は
、
鉄
翁
の
遺
墨
や
古
書
画
の
展
示
を
行
う
と
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
参

加
者
に
は
珍
蔵
の
書
画
や
自
ら
筆
を
執
っ
た
作
品
を
携
え
て
く
る
よ
う
に
要
請
し
、
そ
の
返

却
に
は
万
全
を
期
す
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。
実
際
に
は
　
「
集
所
」
　
と
し
て
京
都
の
筆
墨
商

鳩
居
堂
を
は
じ
め
、
名
古
屋
の
書
韓
東
壁
堂
、
書
画
斡
旋
者
の
扇
面
亭
な
ど
の
商
貢
が
名
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六

を
連
ね
て
お
り
、
事
前
に
そ
こ
へ
届
け
て
お
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
京
都
、
大
阪
、

長
崎
、
名
古
屋
、
東
京
、
美
濃
と
広
範
囲
に
在
す
る
集
所
が
挙
が
っ
て
い
る
点
か
ら
は
、
相

当
大
規
模
な
書
画
会
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

補
助
に
は
束
は
東
京
か
ら
西
は
長
崎
ま
で
、
現
在
で
も
名
が
残
っ
て
い
る
絵
師
の
名
前
が

記
さ
れ
て
い
る
が
、
鉄
翁
門
下
が
中
心
に
な
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
三
都
を
は
じ
め
、
拠
点

と
な
る
地
域
に
お
い
て
名
の
あ
る
文
人
画
家
に
賛
助
を
得
た
雰
囲
気
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。

会
主
の
鉄
蕪
が
ど
の
程
度
著
名
な
人
物
だ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
全
国
を
遊
歴
し
た

素
毛
が
持
っ
て
い
た
文
人
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
相
当
に
役
立
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
そ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
た
人
物
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
会
を
主
催
で
き
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

以
上
、
美
濃
飛
騨
に
関
わ
り
を
持
つ
書
画
会
資
料
を
紹
介
し
た
。
資
料
の
形
態
で
は
軸
装

の
絵
画
、
冊
子
体
目
録
、
引
札
と
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
た
形
態
を
示
し
、
得
ら
れ
る
情
報
も

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
今
後
は
さ
ら
に
数
多
く
の
事
例
や
資
料
の
集
成
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
書
画
を
取
り
巻
い
た
特
徴
的
な
事
象
で
あ
る

書
画
会
の
様
相
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
れ
ら
か
ら
は
、
都
市
や
在
郷
の
文
化
状
況
、
在
郷
の

文
化
愛
好
者
と
都
市
や
遠
方
と
の
職
業
的
文
人
と
の
交
流
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
当
地

に
お
け
る
幅
広
い
文
化
的
様
相
が
分
か
る
こ
と
だ
ろ
う
。

第
四
号
、
二
〇
〇
五
年
）
、
名
古
屋
で
の
事
例
は
　
「
尾
張
名
古
屋
に
お
け
る
書
画
会
に
つ
い
て
」

（
早
稲
田
大
学
美
術
史
学
会
『
美
術
史
研
究
』
第
三
六
冊
、
一
九
九
八
年
）
　
を
参
照
の
こ
と
。

（
注
三
）
　
〔
　
　
〕
　
内
の
名
称
は
筆
者
付
与
に
よ
る
。

（
注
四
）
　
関
市
教
育
委
員
会
編
『
新
修
関
市
史
』
通
史
編
　
近
世
・
近
代
・
現
代
、
一
九
九
九
年

に
よ
る
。

（
注
五
）
　
ロ
バ
ー
ト
＝
キ
ャ
ン
ベ
ル
　
「
観
照
の
な
が
れ
　
書
画
会
四
席
そ
の
三
・
甲
府
一
蓮
寺
改

号
書
画
会
」
　
（
『
文
学
』
　
八
巻
第
四
号
、
一
九
九
七
年
、
岩
波
書
店
）

（
注
六
）
　
十
六
丁
裏
欠
損

（
注
七
）
　
『
輪
之
内
町
史
』
　
（
輪
之
内
町
、
一
九
八
一
年
）
　
に
よ
れ
ば
、
大
薮
の
大
庄
屋
に
渡
辺

家
が
あ
り
、
分
家
筋
の
も
の
は
寺
小
屋
を
営
ん
で
い
た
と
記
さ
れ
る
。
詳
細
は
不
明
だ
が
、
会
主

の
春
水
は
こ
の
一
統
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

（
注
八
）
本
会
の
引
札
に
つ
い
て
は
、
熊
原
政
男
『
加
藤
素
毛
略
伝
』
　
二
一
頁
　
（
加
藤
素
毛
先
生

顕
彰
会
、
一
九
六
一
年
）
　
に
も
そ
の
存
在
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
注
九
）
　
荒
木
矩
『
大
目
本
書
董
名
家
大
鑑
』
伝
記
下
編
、
二
七
五
四
頁
　
（
復
刻
版
、
一
九
七
五

年
、
第
一
書
房
）
。

（
注
一
）
広
瀬
旭
荘
『
日
間
填
事
備
忘
』
記
載
の
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
　
九
月
一
四
日
条
の
田

能
村
竹
田
十
三
回
忌
追
善
展
観
　
（
於
、
大
坂
・
浄
国
寺
）
　
な
ど
。

（
注
二
）
全
国
的
な
事
例
は
古
田
亮
「
日
本
の
美
術
展
覧
会
　
そ
の
起
源
と
発
達
」
　
（
東
京
国
立

博
物
館
『
M
U
S
E
U
M
』
五
四
四
号
、
一
九
九
六
年
）
、
大
阪
で
の
事
例
は
岩
佐
伸
一
「
大
坂

に
お
け
る
書
画
会
と
展
観
会
に
つ
い
て
」
　
（
大
阪
歴
史
博
物
館
『
大
阪
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』

注

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
資
料
の
閲
覧
や
紹
介
に
ご
配
慮
い
た
だ
い
た
所
蔵
者
の
方
々
に

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
本
稿
は
平
成
二
十
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
　
（
若
手
研
究
　
（
B
）
　
）
　
に
よ
る
研
究
　
「
京

都
・
大
坂
に
お
け
る
書
画
会
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
絵
画
史
的
意
義
の
考
察
」
　
（
課
題
番

号
志
べ
き
○
∽
∞
研
究
代
表
者
岩
佐
伸
一
）
　
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。



表一　幕末明治の美濃における書画会一覧

和暦 佇��日 ��ﾉ~��場所 ��ｨ��X�ｨﾝr�名　称 ��X,�,r�形態 傀ｩ�����5H,�,r�

1 兌i�ﾓyD��3 ����1824 儖ﾉEｩwｹ��千歳楼 ��ｹwｹ��(ｶY�XﾉｩN�5xｬ���ﾂ�菊泉水谷直方 �井B�名古屋市博物館 

2 �5i]ｳ��D��2 ��1840 儖ﾉEｨ��ｭb�日吉善光精舎 倩ﾘ慄��N霓Xｯｸ��枴(8扎橙�竹雲琳 ���Z��個人 

3 �5i]ｳ��D��3 �#b�1840 儖ﾉEｨｯ)Xﾂ�善謹寺 ��ｸ檍皦ｩ鞏h������柯檍�ﾂ�萱斎□□ �井B�名古屋市博物館 

4 �5i]ｳ��D��8 �#��1840 儖ﾉEｨｯ)Xﾂ�善讃寺 ��ｸ檍益�)Yi�8顥5xｬ��柯檍�ﾂ�十一歳童子　青楓正種 �井B�名古屋市博物館 

5 儘�ｳ9D��4 �#��1846 儖ﾉEｨｷh�謁��長保寺 倩ﾘ慄$)F��柯橙�泳鳳 �井B�名古屋市博物館 

6 �8俣iD��3 迭�1853 儖ﾉEｨﾄ侏B�清水寺 ��ｸ檍益-�(��枴5xｬ���ﾂ�鶴山 �井B�個人 

7 �8俣iD��11 ��R�1853 儖ﾉEｩ�X･��小原鉄心別荘 菱田海鴎宅見山棲 ��ｸ檍皦抦ﾋI59�8��柯檍�ﾂ�小原鉄心、菱田海鴎 兌hﾊ2�岡千仮『在臆話記』第3 集第3巻 

8 ���ﾓYD��3 ��R�1858 儖ﾉEｩ�X･��大垣　□泉亭 ��ｸ檍益6饐8��Y�h��枴5xｬ��ﾂ�渡辺春水 冦ｩ��個人 

9 兌hｷhﾋ9D��9 ��1861 儖ﾉEｩ�X･��全昌幸 竹島町酔月堂 ��ｸ檍益T�68､8嚠��枴�X檍�ﾂ�菱田海鴎 兌hﾊ2�『輪之内町史』（202 頁、輪之内町、1981年） 

10 兌hｷc)D��9 湯�1862 儖ﾉEｩwｹ��千歳楼 ��h��柯ｷ倩ﾘ慄��F�5xｬ��秋堂釈頴、南陽片野震 �井B�名古屋市博物館 

11 冖韭�4｢�4 ��b� 儖ﾉEｩwｹ��千歳楼 ��ｸ檍皦ﾘ(ｻH鉑;H��柯檍�ﾂ�高橋松洞 �井B�名古屋市博物館 

12 ��3 迭� 儖ﾉEｩwｹ��千歳楼 ��ｸ檍皦��(�路��柯檍�ﾂ�百歳翁寿山 �井B�名古屋市博物館 

13 ��3 �#�� 儖ﾉEｨｯ)Xﾂ�常在寺 ��h��柯ｬ���岐阜常在寺大牢院日椿 �井B�名古屋市博物館 

14 ��9 ����2� 儖ﾉEｩ��ｲ�神戸御坊 ��ｹ�h蹣И;�;��ﾉ,y��5xｬ��柯檍�ﾂ�流天無関 �井B�名古屋市博物館 

注1場所、会主などは原資料記載の通りを原則としたが、一部改変した箇所もある。

注2　名称において〔〕内の名称は筆者付与による。

注3　不明の事項は空欄とし、判読不能の文字は口にて示した。

1
畢
∴
辿
抽
・
N
麗
　
□
螺



表二　「詩歌連誹琴棋書画茶花会図」〔天保十一年関善光寺開催書画会〕掲載者一覧
口 兒ｩnﾂ�亢ﾈﾝｩ&駝ﾂ�氏名 劔OXﾖﾂ�

目玉 剌¥ �5ｨ4ﾂ�崖芽庵 剪�

2 倩ﾒ����,�+X�｢�黙斎 劔Y�R�

3 傚���5ｨ4ﾂ� 剪�

∠1 倩ﾘ��慊����,�+X�｢�晃岡l中人 劔^(��

5 倅���?｢��6�6�7ﾘ92�洞泉辛 剪�

6 冤ｨ��F���6ｨ5h5(8｢�蘭逸 剪�

l 倩ﾒ�俶ﾘ4X6��∠ 剪�

8 倩ﾘ��慂�����俶ﾘ4X6��潮音 剪�

9 剴�A茶 �5�4ｨ6x7��有隣 剪�

10 �ﾂ����,�+X�｢�徳瑞 劔^(��

11 倩ﾘ��(2��5�4ｨ6x7��薪‾ � ��

12言二 剋宦A俳、書、棋 �5�4ｨ5�� �)｢� ��

13言 剏¥、俳、書、由 �5h7ﾘ5��夕 � ��

十∴1 凵^三、両 �6ｨ5h5(8｢�都′ 僮 ��

15 �b��7ﾘ688(8｢�古畳堂 剪�

16 僥����b��5�4ｨ6x7��其楽 剪�

17－≡ 剌¥ 手 �5ｨ4ﾂ�数罵 剪�
‾18言 剋宦A棋 ��84X6��河清江 剪�

19 倩ﾘ��枌���84X6��藍水 剪�

20 ������?��?｢��5ｨ4ﾂ� ���自?�vH�稲Y�ﾂ���

21 倩ﾒ��4ｨ6ﾘ4R� 偃X紐���

22 �ﾂ�俶ﾘ4X6��河内郷 剪�

23 倩ﾒ����,�+X�｢�龍金 劔^(��

24－妻 � 俶ﾘ4X6��栄枝堂 剪�

25 倩ﾘ��hｨ������l｢��5ｨ4ﾂ� ������

26 �(8��枌��5ｨ4ﾂ�楳月軒 剪�

27 ��≡＿＿i �4ｨ5H7ﾘ62�米山 剪�

28言 剋O　＿≡‡ ヽヽ日 �4ｨ6ﾘ4R�日華 剪�

29 傚�����,�+X�｢� 佰ｹ(b�竸(��

30 傚���4ﾈ7B�松神軒 剪�

31 �ﾂ��4ｨ6ﾘ4R� 冕"��ﾃ����

32 倩ﾘ������4ｨ6ﾘ4R� 剪�

33 �ﾈ��(2����,�+X�｢�蔵六庵 劔�顋R�

34 �ﾂ���84X6�� �� ��

35 ���,�+X�｢��4ﾈ7B�勝二 剪�

36 倩ﾘ������487��斉川 剪�

37 倩ﾘ��慊��5ｨ4ﾂ�千春 剪�

38 �ﾂ���84X6��千春 剪�

39 �B��4ﾈ7B�矢　儀助 剪�

40 僥��侘8486�6��鵡兆 剪�

41 ����ﾃ��爾�(8��峇��5ｨ4ﾂ�一宿 剪�

42 僥���截��6�6�8B�酒向 剪�

43 �b��4ｨ5H7ﾘ62�春樵 剪�

／44 ��鞴��?｢��4ｨ48�2�立件 僮 ��

45 倩ﾒ��4ｸ6ﾘ4X������46���� ��

∠46 �ﾈ��(2���84X6��馨守 剪�

47 僥���4�5｢�白髪 剪�

番号 兒ｩnﾂ�亢ﾈﾝｩ&駝ﾂ�氏名 劔OXﾖﾂ�
‘18害 剏〟A書 �4�5｢�思柳庵 剪�

19言 剋宦A書、面 ��X4ｨ4ﾂ�細‾‾ 剌� ��

50憂 僮三 千、両 ���,�+X�｢�登‾ 剌� 竸(��

51言 剋宦A書 �4ｨ6ﾘ4R�東海 剪�

52　－二二 剌ｶ ���,�+X�｢�恵庵 劔^(��

53 �ﾂ�俶ﾘ4X6��政平 剪�

54 佛ﾈ贅���T����84X6��英穂 剪�

55 �H��F���4�5ｨ������ﾂ��+H�����

56 倩ﾘ��慊����,�+X�｢�⊥ 劔^(��

57 ��b��4ﾈ7B� 剪�

58 �B��4�8H4��岩松窟 剪�

59 �B��4�8H5�� 剪�

60 ���6ｨ�ｸ6r�U8����4ｨ6ﾘ4R�惰煎 剪�

61＿ 傚���5ｨ4ﾂ���靜����

62 �H��F���4�5｢�魚印 剪�

63 �B��4ｨ6ﾘ4R�文斎 剪�

6－4 �ﾂ���84X6��清久 剪�

65 倩ﾘ������4ﾈ7B�詰浄堂 剪�

66 �h��(2��6�6�7ﾘ92�立田 剪�

67 �ｨﾏｸ耳耳�R�487���4�8H5��楓錦粛 剪�

68 剩�A茶 �5ｨ4ﾂ� 剪�

69 倩ﾘ��(2��4ｨ5h5�������將�仍�Y�ｲ���

70 �(2����,�+X�｢�琴彦 劔^(��

71 �h��(2��4�6�6ﾒ�松月庵 剪�

72 �ﾂ�俶ﾘ4X6��勝之 剪�

73 �ﾈ��(2��4ｨ5h5��今庄渓 剪�

74 �(2��5(986ﾘ5h����ﾊ������ｨ�ﾂ� ��
‾7「 10 �(8��截����,�+X�ｨ�����ｴ｢��6�;��竸(��

76 僥���488(5h88����m2�����

77 倩ﾘ��ｮﾈ��u"����,�+X�｢�荷昭 劔^(��

78　－≡ � 兔ｨ7B�老洲 � ��

79 冤｢��4ﾈ7B�稲申 剪�

80言 剋宦A書、面 �5(4X6r�杏村 剪�

81 傚���(2��4�8�7��海陽 剪�

82 �(2��4ﾈ7B�木葉庵 剪�

83 �(2��4ﾈ7B� 剪�

84 傚���5ｨ4ﾂ�勝見 剪�

85 �B��4�8H5�������������佛ﾉLｩ.����

86 �ﾂ��7�5ﾈ6ﾘ���������ｲ���Y:)�����

87 倅�ﾂ�T�����,�+X�｢�久世女 劔^(��

88 �?�唏�2��稲r�俶ﾘ4X6��倉向 剪�

89　三 剋O、茶 ���,�+X�｢�無　一庵 劔^(��

90 �(2��4ﾈ7B�竹葉庵 剪�

91 �B��4ﾈ7B�桃李軒 剪�

92 �B��4ﾈ7B�翠竹堂 剪�

93 冤｢�俶ﾘ4X6��雲碁 剪�

94 �B����,�+X�｢�●　　　　　　　　　　　　　　　　　　－ 劔^(��

番号 兒ｩnﾂ�記載地名 倩�kﾂ�儖Xﾖﾂ�

95 ���,�+X�｢�白ガネ 竸)?�墺���

96 ��ｸ�ｨ�X爾�痔ﾂ�キフ 傴ﾈｮﾈﾊﾂ���

97 �b�士ウチ 凉X･R���

98 �(2�上ウチ 侘9'ﾈ�����

99 �B�タカトミ 囘�ｻI?�扞�X����

100 �ﾈ��(2�キフ 伜(ﾏｲ���

101 �B�キフ 舒�x��z����

102 �(2�キフ 侏頽����

103 �(2�キフ ���62���

10－／1 �(2�キフ 仞�e�揩���

105 �B�キフ 價ｨ邵ﾘb���

106 仗X��(2�セキ ��ﾘ����

107 謀�｢�487��ギブ 佇(ｩHﾊﾂ���

108 �B�キフ ��Xﾈ鞏b���

109 �B�キフ 處ｨﾔb���

110 仗R�ミノ 儁�� ��

111 倩ﾘ��ｮﾂ�ヒラカ �*R� ��

112 ������ｶ�｢�lｨ��峇�セキ �7������

113 �B�キフ ��b���

l十∴† �(2�キフ 傅ﾉ+�.����

115 弍ｲ�セキ 俾��靫穎R���

116 傅ｸｯｲ�カハヘ 冢�8r���

＿117 仗R�キフ 冩h����

118 仗R�キフ �飲r���

119 仗R�キフ �ﾈ����

120 僥��カトヤ 凉ﾙYr���

121 仗R�セキ 儖ﾈ���ﾂ�女 ��

122 倬ｸ,b�"�セキ ��ｲ� ��

123 僥��セキ ��^�b���

124 倩ﾘ�����ヤマカタ 偸IT����

125 倩ﾘ�����キフ 佝ｨ･R���
‾126 �ﾂ�セキ 咎�*����

127 僥��カノウ 僥)-����

128 �(2�（なし） ��Hｻ｢�鳥 竸(��

129 �H��(2�セキ 伜(ﾋ俶ﾉ����

130 倩ﾘ��ｧ��セキ 俯r�舎 ��
‾131 �H��(2�セキ �68�ﾂ� ��

132 �ﾈ��F��セキ �8ﾉ�R���

工〕3 �ﾂ�セキ 儘ｹu����

工）4 傚���F��タカトミ �(ｨﾌ8ﾝb���

135 僥��セキ �;�r���

136 僥��ウヌマ 做�*����

137 僥��ウヌマ 冩h�2���

138 弍ｲ�アシシ ��揵?�����

139 �(2�ナルミ ��亥"���

1／40 冑ｨ��F��セキ ��8ｪ������

14十 �h��F���(2�大カキ �8ﾘ醴���
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番号 兒ｩnﾂ�記載地名 倩�kﾂ�備考 

238 弍ｲ�キソ 刋�鉅魎� 

239 僥��結 ��8ﾖ�� 

240 �ﾂ�オセ 俚(亦� 

241 �ﾈ��F��（なし） �68ｭｸ壺�補助 

242 �B�セキ �胤�;�� 

243 �B�セキ �ﾘ鴿��� 

244 �ｨ耳��爾�487��ウヌマ 俶冉ﾒ� 

245 �B�上ウチ 冓�.�� 

246 冑ｨ�����オセ �&ﾙ�ｹ.�� 

247 僥��セキ ���ﾏR� 

248 倩ﾘ������枌�山カタ 僭鯰B� 

249 弍ｲ�セキ 傴ﾉDr� 

250 傅ｸ4ﾂ�セキ �ﾘﾘr� 

251 傚��山カタ �ｩﾎB� 

252 傚��（なし） 冓霆ﾂ�補助 

253 傚��セキ ��(裘� 

254 �(2�フチエ ���b� 

255 �H��慂��(2�セキ �+ﾉK｢� 

256 倩ﾘ��(2�セキ 俟ｸ啌� 

257 �B�クラチ 亳ｨﾈ�� 

258 �h��扎��F��大タ 凛(��� 

259 �b�キフ 倅��｢� 

260 �ﾂ�オセ 凉畏b� 

261 仗X��枌�（なし） 侘9tﾈ��補助 

262 �ﾈ��枌�（なし） ��棹��補助 

263 倩ﾒ�セキ 傴ﾈﾆｲ� 

264 �(8��F��（なし） �>ﾉ�B�補助 

265 �b�木タムラ 册�ﾝb� 

266 僥��クラチ ��Y�ｸ魎� 

267 倩ﾘ�����セキ 儁9�ﾂ� 

268 倩ﾒ�（なし） 仄�'ﾈｼ��補助 

269 �(2�（なし） ��ﾈ��補助 

270 倩ﾘ�����セキ 冰9]�� 

271 傚���枌�上ウチ ��.�� 

272 �ﾂ�オセ 儿�B� 

273 傚���F��サイコウ 僭韈ﾒ� 

274 仗R�カハテ �y(�� 

275 �H�����セキ 伜(ﾞ�� 

276 倩ﾒ�（なし） 佝傚��補助 

277 僥���(2�（なし） �ｩY��補助 

278 �h��F��（なし） �68ｴﾘ��補助 

279 �ﾂ�キフ ��Y8ﾉHﾂ� 

280 倩ﾘ�����上ウチ 丶8ｧ�� 

281 �ﾂ�（なし） 侈ｸ��補助 

282 傚��セキ 仞穎ﾘ鴿[ｨ��� 

283 仗R�（なし） 卞�鉙��補助 

284 仗R�セキ 儻飲r� 

285 仗R�（なし） 亳X釐��補助 

番号 兒ｩnﾂ�記載地名 倩�kﾂ�備考 
190 �(2�セキ 偸H��� 

191 冤ﾘ��F���慊�キリトウシ 假y�R� 

192 �(2�カサマツ 伜(��tﾂ� 

193 �b�キフ �ﾈﾕﾒ� 

194 弍ｲ�セキ 兀ｨ壺� 

195 �(2�キフ �ﾙ�2� 

196 �(8��截�セキ ��y�｢� 

197 傚���(2�キフ �$�"� 

198 僥��（なし） 倚�'ﾂ�補助 

199 傚��セキ 倬�42� 

200 僥���截�セキ 冰)�ﾒ� 

201 �(2�セキ 做亥"� 

202 弍ｲ�キフ 兌ﾘ鈐� 

203 �(8��ｽR�セキ �;��� 

204 僥��カノウ �6阯�� 

205 �ﾂ�キフ �?�?�8h6ｨ����?����%Y?�?���?���ｸ�､曝��� 

206 處｢�m｢�ミワ 兀�ｫ�� 

207 倩ﾘ������ｯｲ�下ウチ ��x鈐� 

208 �b�下ウチ �5i�x�� 

209 傅ｸ4ﾂ�セキ 倡Yfﾒ� 

210 �ﾈ��hｨ������(2�セキ 凩^��� 

211 弍ｲ�オセ ��ｹ�韜��� 

212 偖(ｶh��(2�カノウ 俑ｩwH��� 

213 弍ｲ�上ウチ �ｨ�ﾘ蕀�� 

214 �b�（なし） 僭�;ﾂ�補助 

215 �b�二子ヽ ��ﾉ%ｲ� 

216 僥���枌�ナカラ 兔I^�� 

217 弍ｲ�下ウチ 冕y��eb� 

218 弍ｲ�ナミキ 俔ﾘﾟH��� 

219 弍ｲ�上ウチ �8ｾ��靫穎R� 

220 弍ｲ�上ウチ �ﾙ�倅��� 

221 弍ｲ�カノウ ��x��嚢ﾔ穎R� 

222 �B�自力子 佇鞋b� 

223 �B�白か子 �8ﾘﾉ�� 

224 弍ｲ�上ウチ �8ｶy�� 

225 �B�ノラチ ��62� 

226 弍ｲ�キフ 冓隶磯ｲ� 

227 弍ｲ�セキ 凉h��� 

228 �b�セキ 佩9:�� 

229 僥��センコウシ 僭頡b� 

230 傚���F��セキ 仂ｩwHﾊﾂ� 

231 �B�セキ 佝ｨ��� 

232 �B�小ノ 俚):�� 

233 �B�クラチ 伜)62� 

234 �B�セキ ��ﾉ�｢� 

235 �B�セキ �ｨ�� 

236 �B�セキ 俾ﾙtb� 

237 弍ｸ�����上ウチ ��+�� 

番号 兒ｩnﾂ�記載地名 倩�kﾂ�備考 

142 �ﾈ��(2�キフ 僭陂�� 

143 倩ﾘ��柯��慊�スマタ 偸)&｢� 

144 僥��ウヌマ 刋�'ﾂ� 

145 僥���(2�（なし） 儂(奉�補助 

146 冑ｨ��截�セキ 兩ｸｾ�� 

147 弍ｲ�神ト �69Kﾈﾛhﾔ穎R� 

148 弍ｲ�キフ 儿��H魎� 

149 弍ｲ�キフ 估ｹ��J｢� 

150 弍ｲ�大カキ ��ﾉ�僞h�� 

151 僥��ウヌマ 冕�u"� 

152 �ﾂ�（なし） 几侘R�補助 

153 傚��セキ 僮(傭� 

154 僥��キフ �<Hﾎｩ.�� 

155 倩ﾘ��(2�（なし） 佩iI��補助 

156 弍ｲ�アシロ ��揵(���� 

157 �(8��枌�（なし） �&ﾘﾆ(��補助 

158 弍ｲ�神ト 仞��y�8蕀�� 

159 倅���?｢�コノシマ �:�譎F�� 

160 弍ｲ�キフ 偬�(ﾛhﾔ穎X�R� 

161 倩ﾘ��ｯｲ�上ウチ �69(b� 

162 弍ｲ�キフ �(i:�[ｨ��� 

163 倩ﾘ�����（なし） 佰Y68鮑ﾌ8甁�補助 

164 �ﾂ�ノリタケ ��)^�� 

165 倩ﾒ�カノウ ���.�� 

166 倩ﾒ�カノウ �8ﾈ�"� 

167 傚��キフ 傴9_ｲ� 

168 倩ﾒ�キフ 咒���� 

169 �h��F��（なし） 冢佇��補助 

170 �h��截�キフ 兔N�b� 

171 倩ﾘ������(2�（なし） �ﾙMr�補助 

172 傚��キフ 僵ﾈﾕﾒ� 

173 �(2�（なし） �<ｹ,｢�補助 

174 �b�カノウ 伜伜"� 

175 倩ﾒ�カノウ �8ﾈﾅ"� 

176 �(2�カシタ 兌ﾘ撮� 

177 僥���ｯｲ�タカトミ 兌h醴� 

178 �b�（なし） 佇�.ｲ�補助 

179 僥���(2�タカトミ 仆�ﾝb� 

180 倩ﾒ�コンノシマ ��Xﾌ�� 

181 佛ﾉ7��?｢�アハノ 凩X爾� 

182 傚��（なし） 偬咽��補助 

183 倩ﾒ�キフ 做�92� 

184 倩ﾘ�����（なし） �&hｴ���補助 

185 倩ﾘ�����キフ 乂ﾙMr� 

186 �(2�セキ ���+ﾉ�靫穎R� 

187 �R�セキ 傲隶r� 

188 �(2�セキ ��ﾙ�R� 

189 �(2�キフ 偸鞏b� 
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番号 兒ｩnﾂ�記載地名 倩�kﾂ�備考 
286 仗R�コンシマ �:�撮� 

287 倩ﾘ��慊�（なし） ��Y���補助 

288 倩ﾘ��慊�（なし） ��y�B�補助 

289 倩ﾘ��慊�（なし） 几ｨ楷�補助 

290 傚��キフ �.yy閏ﾒ� 

291 僥���枌�ニシキオリ 凭��ｩm"� 

292 倩ﾘ��(2�上ウチ �&ﾘ�ﾒ� 

293 �b�上ウチ 侏俶ﾙ_R� 

294 �b�上ウチ ����"� 

295 弍ｲ�下ウチ 佩8��嚢��nR� 

296 僥��マサタ ��X峇� 

297 �ﾂ�（なし） �'ﾉ>��補助 

298 倩ﾘ�����セキ ��Y8ﾂ� 

299 倩ﾘ�����セキ 處�5b� 

300 哇"�セキ �厭�;�� 

301 僥��セキ ��ﾘ�� 

302 倩ﾘ�����上ウチ 倩ﾈﾏﾂ� 

303 弍ｲ�上ウチ �'(��[ｨ��� 

304 弍ｲ�キフ ���｢� 

305 弍ｲ�上ウチ �ﾙ�ﾘﾛhﾔ穎R� 

306 仗R�（なし） 冤韈ﾘ��補助 

307 冤ﾘ��截�セキ ��ﾙ�ﾒ� 

308 僥��十四条 亂靂2� 

309 仗X��枌�（なし） 倡Yu騁ﾈ��補助 

310 倩ﾒ�（なし） 做ｸﾝb�補助 

311 ���,�+X�｢�カノウ �(iOb� 

312 弍ｲ�キフ �H自[ﾒ� 

313 弍ｲ�下ウチ 佩9�ﾘ�� 

314 弍ｲ�上ウチ �ﾙy飲R� 

315 弍ｲ�上ウチ 假�堅ﾛhﾔ穎R� 

316 �ﾂ�下ウチ 偃ﾘ瑤� 

317 倩ﾘ�����上ウチ �:���� 

318 ��"�I"�ナカラ 偬��� 

319 傚���截�セキ 估ｹWb� 

320 弍ｲ�上ウチ �8ﾛh嚢ﾔ穎R� 

321 倩ﾘ��ｯｲ�上ウチ 傅ﾈ����� 

322 �b�（なし） �%(鍈���J��H���謦�補助 

323 倩ﾘ��枌�上ウチ 做��R� 

324 �b�セキ 仂ｩ�R� 

325 處｢�m｢�ナカラ ��鈔� 

326 僥��（なし） �'ﾉ�ｲ�補助 

327 �ﾈ��ｯｲ�下ウチ 冖9&ﾙnr� 

328 �ﾈ��ｯｲ�下ウチ 們��R� 

329 處｢�m｢�アハノ 兌hﾆｲ� 

330 僥���枌�セキ 僥(ﾆ｢� 

331 僥��キフ ��8揄eb� 

332 僥��（なし） 做���補助 

333 僥��（なし） 冖��"�補助 

番号 兒ｩnﾂ�記載地名 倩�kﾂ�備考 
334 �(8�����セキ �+y�2� 

335 傚��（なし） �Itﾂ�補助 

336 倩ﾒ�セキ 兢i:�� 

337 僥��大カキ ��I)ｲ� 

338 �ﾈ��靨�下ウチ 俚hｷi|r� 

339 僥��大タ 凛(��� 

340 傚��（なし） 佝);B�補助 

341 �b�イエシ 冩i62� 

342 仗X��枌�（なし） 偬�決��補助 

343 �h�����（なし） 僥yfｨ��補助 

344 ���,�+X�｢�大タ ��ﾉ?�� 

345 僥��大タ ��dﾒ� 

346 僥��セキ �yTb� 

347 僥��タンノシマ 佩��ﾂ� 

348 �b�キフ 倩ﾘｽR� 

349 傚��ナカラ 佝��"� 

350 ���,�+X�｢�大カキ 兌hｾﾂ� 

351 ���,�+X�｢�大タ ��ﾈ�"� 

352 �B�カノウ �79z"� 

353 僥��セキ 偸IN"� 

354 傚��セキ 栞Y~B� 

355 僥���(8��截�セキ 囘��｢� 

356 僥��大タ 冰(��� 

357 �ﾈ��枌�（なし） 僞�傚r�補助 

358 僥��カノウ 倡ﾙw｢� 

359 僥���慊�カノウ ��ｲ� 

360 僥��（なし） ��(鑽�補助 

361 �b�セキ 倡�荒� 

362 �(2�セキ 俘9MY;�� 

363 僥���枌�（なし） �5i$｢�補助 

364 �(8��枌�セキ ��9}�� 

365 傚��セキ 舒ﾉOﾈ�� 

366 �B�セキ �+y$ｨｮﾂ� 

367 僥���枌�セキ 僮(ｧ�� 

368 �B�セキ 舒ﾉk�� 

369 �h��F��アリ �Hﾘ�� 

370 �b�上ウチ 凩顋���� 

371 倩ﾒ�セキ 兌i�ﾉ;�� 

372 �b�（なし） �H���補助 

373 �b�セキ �59.�� 

374 僥��セキ 亅�7｢� 

375 �h��截�セキ �59/ｲ� 

376 偬B�ﾈ���������セキ 傅ﾉ+�� 

377 �(2�セキ 傴ﾉ-�� 

378 �b�セキ �5hﾇｲ� 

注1番号は資料上部より適宜付与した。
注2　分野において各人に付与されている符丁は読み替
えて文字に置き換えた。

注3　記載地名、氏名は資料記載の通りに転記したが、
用字などは適宜変更した。
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坂口　浩之・岩佐　伸一

図－　「詩歌連誹琴棋書画茶花会図」〔天保十一年関善光寺開催書画会〕（上端部）

図二　「詩歌連誹琴棋書画茶花会図」〔天保十°年関善光寺開催書画会〕（中央部）



美濃飛騨ゆかりの書画会・展観会資料の紹介

図三　「詩歌連誹琴棋書画茶花会図」〔天保十一年関善光寺開催書画会〕（下端部）

図四　引札「餓翁和尚追薦書画展朝会」


